
学校管理下での万が一の災害（ケガ・疾病・後遺障害等）
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学校行事中
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一般財団法人 福岡県学校安全振興会

令和７年度

新任事務長・事務取扱者説明会

「 福岡県学校安全振興会の概要 」

安全安心な学校教育環境の

支援を目指して



学校管理下での万が一の災害（ケガ・疾病・後遺障害等）
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学校管理下での生徒等の負傷や疾病等に対する国の補償制度

契約
学
校
の

設
置
者

国
保
護
者

昭和３５年 ３月 「日本学校安全会」 設立

        同 年 ４月 「災害共済給付事業」 開始
昭和５７年 日本学校保健会が担う
昭和６１年 日本体育・学校健康センターが担う

平成１５年１０月 「（独）日本スポーツ振興センター」が
「スポーツ振興センター災害共済金給付」事業を担う

災害共済給付制度

国・学校の設置者・保護者の三者による互助共済制度

※詳細は、（独）日本スポーツ振興センターのホームページをご参照ください。



災害の種類 災害の範囲 給付金額

負傷
学校の管理下で療養に要する費用の額

 5,000円以上のもの
・医療保険並の療養に要する費用の額の
４／１０（1/10の分は、療養に伴う
費用加算分）

・入院時食事療養費の標準負担額はその
額を加算した額疾病

その原因である事由が学校の管理下で、
療養に要する費用の額

 5,000円以上のもの

障害
学校の管理下の負傷又は上欄の疾病が
 治った後に残った障害
（その程度により1級から14級に区分される）

障害見舞金

 4,000万円(1級) ～ 88万円(14級)
  〔通学中の場合 2,000万円～44万円〕

死亡
学校の管理下で発生した事件に起因する死亡
及び上欄の疾病に直接起因する死亡

死亡見舞金

 3,000万円〔通学中の場合1,500万円〕

突
然
死

運動などの行為に起因する突然死 3,000万円〔通学中の場合1,500万円〕

運動などの後遺と関連のない突然死 1,500万円〔通学中の場合も同様〕

（令和７年４月１日現在）

出典・引用：（独）日本スポーツ振興センターホームページ（一部抜粋） ※詳細は、センターホームページをご参照

児童生徒等１人当たりの共済掛金の額（年額） ･･･ 保護者と学校設置者で負担

●高等学校 ……  全日制：２,１５０円 ／ 定時制：９８０円

●義務教育諸学校 …… ９２０円

(独)日本スポーツ振興センターの災害共済給付概要（参考）

※特別支援学校高等部は高等学校に、
小・中学部は義務教育に含まれる。

（※独立行政法人日本スポーツ振興センターを以下「センター」といいます。）



本会の学校管理下での生徒等の負傷や疾病等に対する補償

よ り 安 全 ・ 安 心 を 求 め て

＋

平成18年4月「保険業法」改正 法改正により許可のない保険や共済事業が禁止となる

平成２２年５月 「PTA・青少年教育団体共済法」の成立

平成２５年４月 同法に基づき県から認可を受ける リニューアルし共済事業開始

生 徒 等 の 補 償 保護者等の補償

センターの上乗せ型
（不足分を補う）

ＰＴＡ活動中の
保護者・教職員

福岡県学校安全振興会一般財団法人

平成１０年３月   「財団法人 福岡県高等学校安全振興会」

昭和６２年４月 福岡県高等学校父母教師会（現高P連）の事業として

｢PTA安全互助(任意団体)」として発足 共済事業開始

法整備の要望



＜特定関係団体＞

（一財）福岡県学校安全振興会の組織

文 部 科 学 省

福岡県教育委員会 （行政庁）

総務企画課文書・法人係 高 校 教 育 課 管 理 係

認 可

福岡県

公立高等学校

PTA連合会

（一財）福岡県学校安全振興会

評 議 員 会

理 事 会 監 事

事 務 局



福岡県学校安全振興会の意義・役割・メリット

掛金（年額） ・ 最高２，０００～４４万円の補償（後遺障害１～14級）
８３０円 ⇒ ・ 死亡共済金１，５００万円（最高）

・ 治療共済 １０年間の補償（卒業後も補償）

● 「相互扶助の精神」のもと安価な掛金、メリハリある補償内容で、万が一の時
の生徒・保護者の精神的・経済的負担の救済    

● 法に則った共済事業で安定性や安心を確保し、安全安心な教育環境の支援

国 の 制 度

（独）日本スポーツ
振興センター

本 会

安全普及充実支援

安全安心の注意喚起と支援

・ 県教育委員会

・ 県公立高等学校ＰＴＡ連合会

・ 県公立高等学校長協会

・ 県公立高等学校副校長・教頭協会

・ 県立学校事務長会

・ 県高等学校体育連盟

・ 県高等学校野球連盟

・ 県学校保健会

・ 県学校給食研究協議会

・ 県立学校等生徒指導主事研究協議会 他

本県の教育関係の組織



一般財団法人 福岡県学校安全振興会

生徒等の災害（負傷・疾病等）の防止や学校の
安全安心等に向けた安全普及充実事業を推進

メイン事業



高等学校給食研究協議会

令和４年度 鞍手高校「ワンヘルス事業に係る研究発表」
令和５年度 小倉東高校「地域と連携した安全安心なまちづくり」

令和６年度 須恵高校「 「ペットとＬｖ９９９の防災をするために
～Ｌｖ１００の身近な防災を考える～」

安 全 普 及 充 実 事 業

健 康 用 品 寄 贈

助 成 金 事 業

高等学校保健会

その他,県公立高等学校ＰＴＡ連合会にも助成

令和５・６年度 オムロンデジタル自動血圧計 サーキュレーター

学 校 安 全 教 育 表 彰 事 業

調査研究事業（生徒実践活動）

県立
浮羽工業
高等学校

県立
小倉商業
高等学校

贈呈式

生徒指導主事研究協議会



１ 会 費 （生徒１人当たり年額）

２ 被共済者（共済金支払対象者）の範囲

共 済 事 業 の 概 要

※保護者等はお子さまが加入していれば会費不要です。

高等学校 全日制 ‥‥‥‥‥‥ 

高等学校 定時制 ‥‥‥‥‥‥

特別支援学校 高等部‥‥‥‥‥‥

特別支援学校 幼・小・中学部‥‥

（附属）中学校・中等教育学校‥‥

年額８３０円 （内掛金７９２円）

年額３１０円 （内掛金２７１円）

年額８３０円 （内掛金７９２円）

年額３３０円 （内掛金２９４円）

年額８３０円 （内掛金７９２円）

（１）福岡県内の高等学校、中等教育学校及び中学校の生徒、特別
支援学校の生徒・児童・幼児（以下「生徒等」という）
※「センター災害共済給付制度」に加入のこと

（２）ＰＴＡまたはそれに準ずる団体（以下「ＰＴＡ等」という）

の活動中における生徒等の保護者
（３）教職員及びＰＴＡ等の活動を支援する者

（（２）（３）を以下「保護者等」という）



区 分 災害の範囲 共済の種類 共 済 金

児 童

生 徒

学校管理下
での災害
(負傷･疾病･
傷害･死亡）

死亡共済金
センターの50%
1 ,500万円 （最高）

障害共済金
センターの50%
2,000～44万円（等級表に従う）

治療共済金
センター給付金の合計が5万円以
上の負傷等はその給付額の18%

保護者

指導者

支援者

ＰＴＡ
活動中

死亡共済金 30万円

障害共済金 30万円（最高）

入院・通院
共済金

・入院:日額2,000円（最高10日の2万円）
・通院:日額1,000円（最高10日の1万円）

３ 補償内容

１０年間補償
（死亡等の一部は除く）

共 済 事 業 の 概 要



（１）共済契約者又は被共済者の故意又は重大な過失
（２）共済金を受け取るべき者の故意又は重大な過失
（３）被共済者の自殺行為、犯罪行為又は闘争行為

（６）戦争、外国の武力行使、革命・・・・・
（７）地震もしくは噴火又はこれらによる津波 ※詳細は、共済約款第４条を参照

(1)ＰＴＡ等が主催する又は共催している行事におけるＰＴＡ等の活動の場合

(2)ＰＴＡ等が参加を計画した学校行事におけるＰＴＡ等の活動の場合

(3)ＰＴＡ等が参加を計画した他の期間・団体の行動におけるＰＴＡ等の活動の場合

(1)生徒等が法令の規程により学校が編成した教育課程に基づく授業を受けている場合

(2)生徒等が学校の教育計画に基づいて行われる課外指導を受けている場合

(3)生徒等が休憩時間中に学校にある場合、その他校長の指示又は承認に基づいて学校

にある場合

(4)生徒等が通常の経路及び方法により通学する場合

（独）日本スポーツ振興センターの規定より

「共済金の支給対象となる活動例」 と 「支給しない場合」

○ 児童生徒の学校管理下

○ 保護者等の活動

○ 支給しない場合（共済約款第４条抜粋）
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会員数と共済金支給状況
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１２年間（H25～R６）平均
件 数 ・・・・・・・・・・・・ 約 １，２００ 件
支給額 ・・・・・・・・・・・・ 約 ３,７５０ 万円（内、障害約：1,0５0万円）

コロナ禍
で減少！

障
害
一
級
共
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障
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共済金支給額と加入会員数の推移

障
害
三
級
共
済
金

会員数：75,782人
共済金：3,630万円

R7会員数
76,134人



〇 準 備 金（法13） ･････ ２億円 （定款第６条）

〇 責任準備金（規則25-1-2）･････ 約9,000万円
     （文部科学省告示第百七十五号第三条 収入危険共済掛金の額の二倍に達するまで）

〇 既発生未報告支払備金(IBNR)（規則27-1-2） 等

〇  月例監査 （毎月実施）

〇 監事業務監査 （１０月と５月の年２回実施）  

〇  公認会計士監査 （１１月と５月の年２回実施）

〇 行政庁（県教育委員会）立入検査（毎年実施） 

加入者に対する共済責任を確実に果たすために必要な共済金を確保

監査の徹底と共済金の確保



保険業法

保険や共済

法人運営

重要度
高い

重要度
低い

公益三法（一般法人法）
公益三法
（認定法）

ＰＴＡ・青少年教育団
体共済法
・同法施行令
・同法施行規則

保
険
法

共済規程
（事業方法書・約款）

公益三法（整備法）

保険共済一般知識

公益法人会計基準
（会計の知識）

定 款内部規程・規則

個人情報法

コンプライアンスの推進＜遵守すべき法令等＞



個人情報保護法への対応について

本会加入時や共済金給付手続時にご提供頂く 生徒等の個人情報

個人情報保護法 平成１５年５月成立 →  平成２９年改正
（３年毎見直）

関 係 法 規 等 に 則 り 適 正 に 対 処 す る 義 務

個人情報の取り扱いについては、「個人情報保護に関する法律」に基づき、

その他関係法令及びこの法人の「個人情報保護に関する基本方針」、「個人 

情報管理規程」を遵守し、個人情報を適切かつ安全に取り扱うとともに個人 

情報の管理・保護に努めます。

書類の保管

請求書や名簿等の個人情報は
金庫や鍵付きのキャビネットに
て管理

PC処理での管理

インターネット非接続の
パソコンにて事務作業



(例)本校ＰＴＡ、本校同窓会、高等学校体育連盟、高等学校芸術・文化連盟、学校

保健会、福岡県学校安全振興会など学校が組織加入している団体で､その団体が

個人情報保護の安全対策を講じている場合、包括的に本人の同意を得たものと

して、その団体の運営に必要な範囲内で個人情報を提供します。

個人情報の提供に関して同意を求めているページ等で、福岡県学校安全振興

会への情報提供について、各学校に応じた書式でのご対応をお願いします。

１ 関係団体への個人情報の提供について、包括的な同意を求めている場合

⇒ 関係団体の中に「福岡県学校安全振興会」の追加記載を！

2 １以外の場合

｢入 学 の し お り｣等 に お い て 本 会 へ の
個 人 情 報 提 供 に 関 す る 承 諾 を 求 め る
内 容 の 記 載 を お 願 い し ま す ！

個人情報保護法への対応について



加 入 ・ 請 求 の 事 務 手 続 き

規 程 集 ・ 手 引 書 P ３ ６ ～



契 約 ・ 加 入 手 続 き

① 加入契約申込書提出 （様式１ー１）

② 加入者数等報告書提出（様式１ー２）

５月末までに加入者数（5/1付在籍者数）を記載し提出。
※振込口座は原則「ＰＴＡ等」の長又は、「校長」又は、
「事務長」の名義とします。

③ 加入者名簿添付（生徒名簿等）
②と一緒に提出。
※加入しない生徒等がいる場合、名簿の該当者欄に「未加入」
と朱書きしてください。

※全員加入でも名簿の提出は必要です。

④ 会費納入

②③の提出と同時に納入。
※会費金額、納入口座は初年度文書にてお知らせしています。
振込手数料はPTA等の負担にてお願いします。

※加入手続きはＰＴＡ等において
団体加入（加入対象者全員一括）
でお願いします。

１ 加入手続きの流れ

翌年度の事業開始前（３月末 期限厳守）
までに加入予定者（概算）を記載し提出。

学 校（ＰＴＡ等）

福岡県学校安全振興会

３月末
①加入契約申込書

提出(郵送) 

５月末

②加入者数等報告書
③加入者(生徒)名簿

提出(郵送）
④会費の納入（振込）



契 約 ・ 加 入 手 続 き

見 本

注

個人情報となりますので、必ず
郵送で提出してください。
FAXはお控えください。

留学やセンター未加入など

の理由で加入しない生徒等
がいる場合

年度当初に配布の用紙をご使用もしくはホームページからのダウンロードにより
手書きまたは印刷にてご提出ください。（モノクロ印刷で構いません）

提出時の添付書類

２ 加入者数等報告書（様式１-２）の記入方法

加入者名簿
（生徒名簿等）

※ＰＴＡに加入しなくてもセンターに
加入していれば「この法人」の加入
は可能です。

※全員加入でも
    名簿提出は必要です。

未加入人数を欄へご記入願い
ます。
また、加入者名簿（生徒名簿等）
の当該生徒氏名欄に「未加入」
と朱書きしてください。



契 約 ・ 加 入 手 続 き

名義は通帳どおりにご記入ください。
口座№や名義に変更がある場合は
チェックをお願いします。

令和７年度は右下に

２02５.04 記載の様式1-2

「加入者数等報告書」をご使

用ください。

※様式３～８の請求書をご提出
  される際も同様です。

この法人へ加入の

確定人数を
    ご記入ください。

※３月末提出の加入契約
   申込書の見込み数と異
  なっていても問題ありま
  せん。
（今回が正式人数となります）

見 本

２ 加入者数等報告書（様式１-２）の記入方法



契 約 ・ 加 入 手 続 き

■中途加入 （様式９）

加入や復学、後期入学等の生徒等がいる場合、年

度途中で加入出来ます。提出と同時に加入月に応

じた会費を、年度当初にお知らせした口座へ納入

願います。

※届や納入が遅れる場合、事前にご連絡ください。

■加入団体間異動 （様式９ー２）

やむを得ない事情で「この法人」の加入団体間を

移動する生徒等がいる場合、転入先の学校等が

届を提出してください。

※加入団体（学校等）は手引書巻末の「加入団体

一覧」にてご確認ください。

～年度途中の異動について～

■中途脱退 ※報告、提出不要

見 本

2025.04



共済金請求手続きの流れ

①

②

（独）
日本スポーツ
振興センター

１ 共済金請求の流れ

③ 請求
福岡県学校
安全振興会

医療費
支払通知書 ④

共済金支給
決定・送金

見舞金
（医療費）

請求

※保護者等の共済金については③④のみの流れとなります。

学 校
（PTA等）

学校からセンターに
見舞金（医療費）の請求
をする

授業中、部活動中に
災害（ケガ）が起き病
院で治療を受ける

センターから医療費
支払通知書が届いた

ら学校から本会へ
共済金請求をする

本会は、届いた請求を審査し、

支給を決定。本会から学校へ
通知書の発送と共済金の振り
込みをおこなう



２ 請求時必要書類

各種請求書 添 付 書 類

生

徒

等

死亡共済金 様式３

①災害報告書 ・・・ 「センター」に提出した写し

②死亡報告書 ・・・ 「センター」に提出した写し

③死亡見舞金の支給決定について（通知）

・・・「センター」が発行し、教育委員会教育長に

宛てた審査結果の支給決定通知書の写し

④供花料請求書（様式６） ・・・ 重複請求可能

後遺障害

共済金
様式４

①災害報告書 ・・・ 「センター」に提出した写し

②障害報告書 ・・・ 「センター」に提出した写し

③障害見舞金の支給決定について（通知）

・・・「センター」が発行し、教育委員会教育長に

宛てた審査結果の支給決定通知書の写し

治療共済金 様式５ ①医療費支払通知書 ・・・「センター」が発行した写し

供 花 料 様式６ ①会葬のお礼状等 ・・・ 任意

共済金請求手続きの流れ

【規程集 P.43】

【規程集 P.44】

【規程集 P.45】

【規程集 P.46】



２ 請求時必要書類

各種請求書 添 付 書 類

保

護

者

等

死亡・後遺障害

共済金
様式７

①死亡・後遺障害診断書等

・・・死亡・後遺障害の証明ができる医療機関等の写し

②ＰＴＡ等活動案内文書

・・・「PTA等」の長が招集した案内文書の写し

③ＰＴＡ等年間活動計画表 ・・・ 任意

入院・通院

共済金
様式８

①入院・通院日数証明書類等

・・・医療機関が発行した領収書等の写し

②ＰＴＡ等活動案内文書

・・・「PTA等」の長が招集した案内文書の写し

③ＰＴＡ等年間活動計画表 ・・・ 任意

共済金請求手続きの流れ

●「PTA等」の長が招集している活動が

対象となります。

●生徒は支給対象外。

●災害（ケガ）が発生した際はまず本会へ

お問い合わせください。

【規程集 P.47】

【規程集 P.48】

支給事例

校内美化活動中
蜂に刺される

マラソン大会の炊き
出し支援でやけど



３ 注意事項

共済金請求手続きの流れ

〇 生徒等の請求は「この法人」に加入後（入学後）の「災害」が対象です。

本会未加入であった小・中学校時の「災害」は対象になりません。（高校全日制の場合）

〇 共済金には時効があります。（請求権発生後３年間）
請求権が発生し、３年が経過すると請求ができなくなります。事例がある場合、ご不明な点は

お問合せください。

〇提出様式は「この法人」作成のものに限ります。

個人で複製されたものは受け付けできません。①手引書のコピー②ホームページからダウン

ロードにてご提出ください。なお、白色用紙及びモノクロ印刷で構いません。

〇「センター」が給付しても本会の支給対象にならない場合があります。

詳しくは、「この法人」共済規程（共済約款第４条）をご参照ください。

〇 死亡または後遺障害共済金が発生した場合
添付書類等確認のため、請求前に一度「この法人」までご連絡ください。

〇 内容の相違が発生した場合
苗字変更や入力間違いによる日付や氏名等の相違がある場合、「この法人」にご連絡ください。

〇 請求書は信書です。
郵送または持参にて提出願います。なお、定形郵便（三つ折り可）で構いません。ホチキス、

クリップ留めは不要です。



別記様式第１３　（第２９条関係）

設置者住所 福岡市博多区東公園７－７

設置者名 福岡県教育委員会 独立行政法人日本スポーツ振興センター理事長

教育長 〇〇　〇〇〇　　殿

令和７年６月７日付けで請求のあった災害共済金給付に係る給付金について、下記のとおり決定しましたから通知します。

３組 令和5年１０月１９日 腰椎椎間板ヘルニア

鈴木　　太陽 継続（令和６年１２月分）

３組 令和５年１０月１９日 腰椎椎間板ヘルニア

鈴木　　太陽 継続（令和７年１月分）

７組 令和７年１月１４日 右眼窩底骨折、顔面打撲傷

伊藤　　歩 初回（令和７年１月分）

７組 令和７年１月１４日 調剤

伊藤　　歩 初回（令和７年１月分）

７組 令和７年１月１４日 右眼窩底骨折、顔面打撲傷

伊藤　　歩 継続（令和７年２月分）

７組 令和７年１月１４日 右眼窩底骨折

伊藤　　歩 継続（令和７年４月分）

２組 令和５年８月５日 左母子基節骨骨折

山田　　俊平 継続（令和６年５月分）

６組 令和２年３月２０日 右前十字靭帯断裂

佐藤　はじめ 継続（令和６年１０月分）

６組 令和２年３月２０日 右前十字靭帯断裂

佐藤　はじめ 継続（令和７年１月分）

１組 令和６年９月３日 左舟状骨骨折

藤　　真由美 継続（令和６年１２月分）

福岡県立安全振興高等学校 円

　（注）この請求書の用紙は、日本工業規格A4横型とすること。

請求書番号0000000-0000000-00000002/2

3
2,430 円

女

2
4,286 円

女

学校（保育所）名 本項計 217,223

合　計 386,123 円

3
2,045 円

男

3
7,120 円

男

3
2,723 円

男

3
39,125 円

女

2
1,267 円

男

3
148,044 円

女

3
5,684 円

女

食事療養費

その他

2
4,499 円

男

支払額

又は

決定内容

日ス振福給第〇〇〇号

令和 ７年 ６月 ２６日

システムでは

理事長印の

捺印は省略

しています。
医療費支払通知書

学年
被災児童生徒等氏名

災害発生年月日 傷病名 給付金額請求額 転

帰
報告書番号 備考

（年組） 初回・継続別（月分） （医療等の状況から転記してください。） 医療費

センタ－見本

伊藤さん 累計１９５,２８３円

センター通知書に「初回」が含まれ、
本会へ初めての請求。

佐藤さん 累計 4,768円

伊藤さんの場合

〇令和２年３月で卒業しているので、

１．生徒等の記入欄は「卒業生」に

〇今回は２回目以降の請求なので、
２．初回・継続別の記入欄は「継続」に 。

〇災害発生年月日が令和２年３月２０日のため、
４．請求額は①での計算となる。

佐藤さんの場合

※「初回」請求は、
累計50,000円以上から請求可能

※「継続」請求は、
累計3,000円以上から請求可能

共済金請求手続きの流れ

３ 請求書の記入方法



共済金請求手続きの流れ

３ 請求書の記入方法 ～治療共済金（様式５）の場合～ 今年度（請求時）の「学年」「組数」
をご記入ください。
卒業生ならばそちらに 、退学者の場合は

余白にその旨記入。

フリガナの記入も
お願いします。

災害発生年月日をご確認ください。

●入学前の災害ではありませんか？
この法人へ加入後発生した災害のみ支給対象と

  なります。
●同じ生徒でも災害発生年月日が違う場合、別災害と
  なりますので合算できません。やむを得ない事情が
  ある場合はお問合せください。

見 本

「初回」・「継続」を選択ください。

●「初回」

この法人へ初めての請求。センター

通知書に「初回」が含まれる請求。

センター給付額 累計５０,０００円以上
で請求可能。

●「継続」

「初回」の１回目請求後も治療が継続

している場合、２回目以降の請求。

センター給付額 累計 ３,０００円以上
ごとに請求可能。

注



請求該当分のセンター累計額
と治療月数を記入。

災害発生年月日によって
支給率が異なります。

①令和２年３月３１日以前

センター給付額の２０％

②令和２年４月１日以降

センター給付額の１８％

①②の該当部分を の上、計算及び

ご記入ください。

治療が続いていれば原則、最長１０年支給します。(センターの支給
が続く限り）従って卒業後も共済金を請求することが可能です。

添付書類の写しについて
※複数枚ある場合、両面コピー、A4片面２枚までの

割付（集約）可能です。

※「児童生徒給付別一覧」での提出は認められません。

※様式３～８の各種請求書によって添付書類が異なり

  ますのでご注意ください。

内容確認をする場合がありますので「記入者名」
も必ずご記入ください。



共済金支給後について

１ 共済金等支給の流れ

福岡県学校
安全振興会

福岡県学校
安全振興会

（提出された請求の
受付審査後）

①共済金支給決定
②共済金振振込 ③支払い

共済金受人(保護者等)

学校（PTA等）

毎月１５日までに受理された共済金等の請求については、審査を経て支給決定通知書の発
送とともに指定された口座に共済金等をお振込みいたします。

※受理締切日が変わる場合はホームページにてお知らせします。

〇 請求共済金等支払済報告書（様式１０）の提出

共済金受取人（保護者等）へ支払い完了後、速やかに
提出してください。

※やむを得ない事情で３ヶ月以上支払いが完了していない

対象者がいる場合は、「この法人」へ状況報告をお願いします。

１件あたりの共済金支給額が
４０万円以上

（死亡・後遺障害共済金等）の場合

２ 支払済報告時必要書類

高額共済金支払済報告書（様式１０－２）で
の提出が必要となります。
本手引書に様式10-2の掲載はありません。
通知書に同封の用紙を利用されるか、ホー
ムページよりダウンロードをしてください。

④支払済
    報告



共済金支給後について

３ 請求共済金等支払済報告書（様式１０）の記入方法

見 本

本会は年に１度、県教委の「立入検査」が実施
されます。請求関連事項もヒアリングを受けるた

め、定期的に治療共済金請求書(様式5)が長期間

未提出、また支払済報告書(様式10)の提出が遅

れている学校へ、確認作業をさせていただくこと

がありますので、ご了承ください。

支給決定通知書の文書番号や
受付番号をご記入ください。

同月に数名の共済金を支給している場
合は左記のように受付番号をまとめて
記入していただいて構いません。

支払済報告書の文書番号が異なる共
済金等については２段に分け、１枚にま
とめてご提出できます。



リニューアルしたホームページのご活用を！

保護者の皆様 学校事務関係の皆様

共済金（補償）について

普及啓発事業について

○ 規程・手引き書

○ マニュアル

○ 様式のダウンロード

  （PDF・エクセル・ワード）



その他、詳しい事業内容や様式について

ホームページでは簡単に様式のダウンロードや最新の事業報告や活動
内容を見ることができます。

トップ画面から「学校事務関係の皆様」をクリックし、下へ
スクロールしていくとこの画面になり各様式を選択できます。

ホームページ
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